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一　

は
じ
め
に

　

平
安
時
代
初
頭
、
天
台
宗
の
最
澄
と
法
相
宗
の
德
一
の
閒
で
敎
理
論

爭
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
論
爭
が
、
一
切
皆
成
佛
を
唱
え
る
天
台
の
一

乘
思
想
と
一
分
不
成
佛
を
唱
え
る
法
相
の
三
乘
思
想
の
敎
理
的
對
立
で

あ
り
、
イ
ン
ド
、
中
國
、
朝
鮮
に
お
け
る
一
乘
思
想
・
三
乘
思
想
の
議

論
の
集
大
成
で
あ
っ
た
こ
と
は
週
知
の
事
實
で
あ
る
。

　

本
稿
で
中
心
的
に
扱
う
最
澄
撰
『
守
護
國
界
章
』
は
、
そ
の
敎
理
的

對
立
が
如
實
に
あ
ら
わ
れ
た
最
澄
の
代
表
的
著
作
で
あ
り
、
卷
中
の
議

論
に
は
、『
法
華
經
』
と
世

造
『
妙
法
蓮
華
經
憂
波
提
舍
』（
以
下
、『
法

華
論
』）
を
め
ぐ
る
兩
學
匠
の
思
想
と
思
想
的
背
景
が
色
濃
く
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
他
方
、
最
澄
の
撰
述
に
は
『
法
華
論
』
を
扱
っ
た
『
法
華
論

科
文
』
が
あ
り
、
最
澄
と
『
法
華
論
』
と
の
關
係
を
麭
括
的
に
硏
究
す

る
上
で
、『
守
護
國
界
章
』
と
『
法
華
論
科
文
』
と
の
照
合
は
、
必
須

と
な
る
手
續
き
で
あ
る
が
、
從
來
の
硏
究
で
は
、
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、『
守
護
國
界
章
』
卷
中
で
論
じ
ら
れ
る
、『
法
華
經
』

と
『
法
華
論
』
方
便
品
に
說
か
れ
る
「
甚
深
」
と
い
う
敎
說
と
の
關
係

性
を
め
ぐ
る
兩
學
匠
の
釋
義
を
取
り
上
げ
て
、
特
に
、
最
澄
の
「
甚
深
」

釋
義
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず

問
題
の
前
提
と
な
る
『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
の
經
文
と
『
法
華
論
』

方
便
品
所
引
の
經
文
、『
法
華
論
』
の
「
甚
深
」
と
い
う
敎
說
の
關
係

に
つ
い
て
確
認
し
た
の
ち
、
最
澄
に
至
る
「
甚
深
」
に
關
す
る
天
台
の

釋
義
を
檢
討
す
る
。
そ
の
上
で
、『
守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
德
一
と

　
　
　
『
守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
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法
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論
』
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義
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そ
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系
譜
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最
澄
の
議
論
を
吟
味
す
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
最
澄
は
、
智
顗
・
湛
然
の
敎
說
を
繼
承
し
て
「
甚

深
」
を
解
釋
し
な
が
ら
、
德
一
と
の
論
爭
と
い
う
同
時
代
的
な
要
請
に

よ
っ
て
、
或
る
一
點
に
お
い
て
、
踏
み
込
ん
だ
「
甚
深
」
解
釋
を
行
う

の
で
あ
る
。二　

『
法
華
經
』
と
『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
の
關
係
、

　
　
　

乁
び
「
甚
深
」
に
つ
い
て

　
『
守
護
國
界
章
』
に
お
い
て
、『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
の
經
文
、『
法

華
論
』
方
便
品
所
引
の
經
文
、
そ
し
て
『
法
華
論
』
に
說
か
れ
る
「
甚

深
」、
こ
の
三
者
は
、
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
た
め
、『
守
護
國
界
章
』

の
議
論
を
扱
う
前
に
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
關
係
性
に
つ
い
て
槪
說
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、『
法
華
經
』は
鳩
摩
羅
什
に
よ
っ
て
姚
秦
の
弘
始
八
年（
四

〇
六
）
に
漢
譯
さ
れ
た
。『
法
華
論
』
は
北
魏
の
正
始
五
年
（
五
〇
八
）

に
勒
那
摩
提
ら
に
よ
っ
て
一
度
漢
譯
さ
れ
た
後
、
永
平
元
年
（
五
〇
八
）

に
菩
提
留
支
ら
に
よ
っ
て
再
度
漢
譯
さ
れ
た
。『
法
華
論
』
に
は
、
世

に
よ
る
註
釋
の
み
な
ら
ず
、
所
釋
の
經
文
も
一
部
記
載
さ
れ
る
。
こ

の
『
法
華
論
』
內
に
記
載
さ
れ
る
經
文
は
、
鳩
摩
羅
什
譯
『
法
華
經
』

の
經
文
と
內
容
的
に
は
大
同
で
は
あ
る
が
、
表
現
や
語
順
に
異
同
が
あ

り
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
に
示
す
『
法
華
經
』
方

便
品
第
二
の
經
文
と
『
法
華
論
』
方
便
品
所
引
の
經
文（

１
）の

關
係
も
同
樣

で
あ
る（

２
）。

『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
の

經
文

爾
時
世
尊
、
從
二
三
昧
一
安
祥

而
起
、
吿
二
舍
利
弗
一、
諸
佛

智
慧
、
甚
深
無
量
、
其
智
慧

門
、
難
レ
解
難
レ
入
。
一
切
聲

聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
。

所
以
者
何
、
佛
曾
二

–

近
百

千
萬
億
無
數
諸
佛
一、
盡
二

–

行

諸
佛
無
量
衟
法
一、勈
猛
精
進
、

名
稱
普
聞
。
成
二

–

就
甚
深
未

曾
有
法
一。
隨
レ
宜
所
レ
說
、

意
趣
難
レ
解
。

『
法
華
論
』
方
便
品
所
引
の
經
文

舍
利
弗
、
諸
佛
智
慧
、
甚
深
無
量
、
其
智
慧
門
、

難
レ
見
難
レ
覺
難
レ
知
難
レ
解
難
レ
入
。
如
來
所
證
、

一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
所
レ
不
レ
能
レ
知
。何
以
故
。

舍
利
弗
、
如
來
應
正
遍
知
、
已
曾
二

–

近
供
三

–

養

無
量
百
千
萬
億
無
數
諸
佛
一、
於
二
百
千
億
那
由

他
佛
所
一、
盡
二

–

行
諸
佛
所
レ
修
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
法
一。
舍
利
弗
、
如
來
已
於
二
無
量
百
千
億

那
由
他
劫
一、
勈
猛
精
進
、
所
レ
作
成
就
、
名
稱

普
聞
。
舍
利
弗
、
如
來
畢
竟
成
二

–

就
希
有
之
法
一。

舍
利
弗
、
難
レ
解
之
法
、
如
來
能
知
。
舍
利
弗
、

難
レ
解
法
者
、
諸
佛
如
來
、
隨
レ
宜
所
レ
說
、
意
趣
難

レ
解
。
一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
所
レ
不
レ
能
レ
知
。

　

こ
の
よ
う
に
、
兩
文
獻
の
方
便
品
の
經
文
は
類
似
す
る
も
の
の
、
全

同
で
は
な
く
、『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
の
ほ
う
が
よ
り
詳
細
な
記
述

に
な
っ
て
い
る
。
次
に
、『
法
華
論
』
に
說
か
れ
る
「
甚
深
」
と
い
う

敎
說
に
つ
い
て
說
明
す
る
と
、「
甚
深
」
と
は
、
佛
の
悟
り
と
敎
說
が
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如
何
に
深
奧
で
あ
る
か
を
表
す
敎
說
で
あ
り
、
以
下
に
引
用
す
る
よ
う

に
、「
證
甚
深
（
佛
の
悟
り
が
甚
深
で
あ
る
こ
と
）」
と
「
阿
含
甚
深
（
佛

の
敎
え
が
甚
深
で
あ
る
こ
と
）」
の
二
分
類
が
あ
る（

３
）。

證
甚
深
者
、五
種
示
現
。
一
者
義
甚
深
。
謂
依
二
何
等
義
一
甚
深
故
。

二
者
實
體
甚
深
、
三
者
內
證
甚
深
、
四
者
依
止
甚
深
、
五
者
無
上

甚
深
。
何
者
甚
深
。
謂
大
菩
提
。
大
菩
提
者
、
如
來
所
證
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
故
。
云
何
甚
深
。「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
所
レ

不
レ

能

レ

知
」
故
名
二

甚
深
一。
言
二
智
慧
一
者
、
謂
一
切
種
一
切
智
義
故
。

如
二
經
「
諸
佛
智
慧
、
甚
深
無
量
、
其
智
慧
門
、
難
レ

見
難
レ

覺
難

レ

知
難
レ

解
難
レ

入
。
一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
所
一レ
不
レ

能
レ

知
」
故
。

阿
含
甚
深
者
、
八
種
示
現
。
一
者
受
持
讀
誦
甚
深
。
如
四

經
「
已

曾
二

–

近
供
三

–

養
無
量
百
千
萬
億
無
數
諸
佛
一

」故
。二
者
修
行
甚
深
。

如
下

經
「
於
二

百
千
億
那
由
他
佛
所
一、
盡
中

–

行
諸
佛
所
レ

修
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
法
上

」
故
。
三
者
果
行
甚
深
。
如
下

經
「
舍
利
弗
、
如

來
已
於
二

無
量
百
千
億
那
由
他
劫
一、勈
猛
精
進
、所
レ

作
成
就
上

」
故
。

四
者
增
長
功
德
心
甚
深
。
如
二

經
「
名
稱
普
聞
一

」
故
。
五
者
快
妙

事
心
甚
深
。
如
三

經
「
舍
利
弗
、如
來
畢
竟
成
二

–

就
希
有
之
法
一

」
故
。

六
者
無
上
甚
深
。
如
二

經「
舍
利
弗
、難
レ

解
之
法
、如
來
能
知
一

」故
。

七
者
入
甚
深
。
入
甚
深
者
、
名
字
章
句
意
、
難
レ
得
故
。
自
以
二

住

持
一、
不
レ

同
二

外
衟
一、
說
二

因
緣
法
一、
名
爲
二

甚
深
一。
如
二

經
「
舍
利

弗
、
難
レ

解
法
者
、
諸
佛
如
來
、
隨
レ

宜
所
レ

說
、
意
趣
難
一レ
解
」
故
。

八
者
不
共
聲
聞
辟
支
佛
所
作
住
持
甚
深
。
如
二

經
「
一
切
聲
聞
辟

支
佛
等
所
一レ
不
レ

能
レ

知
」
故
。

　

こ
こ
で
は
、
先
に
示
し
た
『
法
華
論
』
方
便
品
所
引
の
經
文
に
對
し

て
、「
證
甚
深
」
の
五
種
、
及
び
「
阿
含
甚
深
」
の
八
種
、
す
な
わ
ち
、

㈠
受
持
讀
誦
甚
深
㈡
修
行
甚
深
㈢
果
行
甚
深
㈣
增
長
功
德
心
甚
深
㈤
快

妙
事
心
甚
深
㈥
無
上
甚
深
㈦
入
甚
深
㈧
不
共
聲
聞
辟
支
佛
所
作
住
持
甚

深
が
配
當
さ
れ
て
い
る（

４
）。

兩
文
獻
の
經
文
と
「
甚
深
」
の
對
應
關
係
を

便
に
示
し
た
も
の
が
【
表
︱

Ａ
】
で
あ
る
。

　
【
表
︱

Ａ
】

『
法
華
經
』
方
便
品
第
二

の
經
文

『
法
華
論
』
方
便
品
所
引

の
經
文

『
法
華
論
』
の
「
甚
深
」

諸
佛
智
慧
、
甚
深
無
量
、

其
智
慧
門
、難
レ
解
難
レ
入
、

一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不

レ
能
レ
知

諸
佛
智
慧
、
甚
深
無
量
、

其
智
慧
門
、
難
レ
見
難
レ
覺

難
レ
知
難
レ
解
難
レ
入
。
如

來
所
證
、
一
切
聲
聞
辟
支

佛
等
所
レ
不
レ
能
レ
知

證
甚
深
（
五
甚
深
）
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佛
曾
二–
近
百
千
萬
億
無

數
諸
佛
一

已
曾
二

–

近
供
三

–

養
無
量
百

千
萬
億
無
數
諸
佛
一 

㈠
受
持
讀
誦
甚
深

盡
二

–

行
諸
佛
無
量
衟
法
一

於
二
百
千
億
那
由
他
佛
所
一、

盡
二

–

行
諸
佛
所
レ
修
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
法
一

㈡
修
行
甚
深

勈
猛
精
進

舍
利
弗
、
如
來
已
於
二
無
量

百
千
億
那
由
他
劫
一、
勈
猛

精
進
、
所
レ
作
成
就

㈢
果
行
甚
深

名
稱
普
聞

名
稱
普
聞

㈣�

增
長
功
德
心
甚

深

成
二

–

就
甚
深
未
曾
有
法
一

舍
利
弗
、
如
來
畢
竟
成
二

–
就

希
有
之
法
一 

㈤
快
妙
事
心
甚
深

舍
利
弗
、
難
レ
解
之
法
、
如

來
能
知

㈥
無
上
甚
深

隨
レ
宜
所
レ
說
、
意
趣
難
レ
解

舍
利
弗
、
難
レ
解
法
者
、
諸

佛
如
來
、
隨
レ
宜
所
レ
說
、

意
趣
難
レ
解

㈦
入
甚
深

一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
所
レ
不

レ
能
レ
知

㈧�

不
共
聲
聞
辟
支

佛
所
作
住
持
甚

深

　

以
上
、『
法
華
經
』
と
『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
、
乁
び
「
甚
深
」

の
關
係
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

さ
て
、『
法
華
經
』
乃
至
『
法
華
論
』
に
釋
義
を
施
す
學
匠
た
ち
は
、

方
便
品
を
解
釋
す
る
に
際
し
て
、『
法
華
經
』
の
經
文
に
も
「
甚
深
」

を
配
當
し
よ
う
と
試
み
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
配
當
を
行

う
際
、「
甚
深
」
が
本
來
『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
と
對
應
す
る
た
め
に
、

『
法
華
經
』の
經
文
の
な
か
に
矛
盾
な
く
配
當
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
と
『
法
華
經
』
の
經
文

の
閒
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
た
め
、「
甚
深
」
を
『
法
華
經
』
の
經
文

に
配
當
す
る
と
き
、ど
う
し
て
も
合
致
し
な
い
部
分
が
出
る
の
で
あ
る
。

こ
の
困
難
は
、
特
に
『
法
華
經
』
の
經
文
に
該
當
箇
所
が
な
い
第
六
無

上
甚
深
と
第
八
不
共
聲
聞
辟
支
佛
所
作
住
持
甚
深
に
お
い
て
顯
著
で
あ

り
（【
表
︱

Ａ
】
參
照
）、
今
囘
取
り
上
げ
る
『
守
護
國
界
章
』
の
議
論
の

根
底
に
存
す
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

三　

天
台
の
「
甚
深
」
釋
義
の
系
譜

　
『
守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
最
澄
の
議
論
を
十
全
に
理
解
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
最
澄
に
至
る
ま
で
の
天
台
の
「
甚
深
」
釋
義
を
檢
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
じ
め
に
智
顗
は
、
二
段
階
の
手
順
を
踏
む
こ
と

で
、『
法
華
經
』
と
「
甚
深
」
と
の
會
釋
を
試
み
て
い
る
。
第
一
段
階

阿 含 甚 深（ 八 甚 深 ）
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と
し
て
智
顗
は
、『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
の
當
該
經
文
を
「
十
法
」

に
よ
っ
て
解
釋
す
る
。「
十
法
」
と
は
、「
事
理
・
理
敎
・
敎
行
・
縛
脫
・

因
果
・
體
用
・
漸
頓
・
開
合
・
通
別
・
悉
檀
」
の
十
種
の
槪
念
で
あ
り
、

こ
の
部
分
で
は
、
そ
の
う
ち
「
理
敎
・
敎
行
・
縛
脫
・
體
用
」
が
用
い

ら
れ
る（

５
）。『

法
華
文
句
』
卷
三
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る（

６
）。

今
別
引
二

一
品
一、
雖
レ

不
二

次
第
一、
十
文
具
足
。「
諸
佛
智
慧
、
甚
深

無
量
、
其
智
慧
門
、
難
レ

解
難
レ

入
」
者
、
一
切
事
理
境
智
等
、
悉

名
爲
レ

實
。
施
設
詮
辯
、
阿
含
言
敎
、
悉
是
智
慧
門
。
此
證
三

理
敎

論
二

權
實
一。「
難
レ

解
難
レ

入
、
一
切
聲
聞
支
佛
不
レ

能
レ

知
」
者
、
卽

是
縛
脫
論
二

權
實
一。「
所
以
者
何
、佛
曾

近
」
至
二
「
名
稱
普
聞
一

」、

卽
是
敎
行
論
二

權
實
一。「
成
二

–

就
甚
深
一
」
至
二
「
意
趣
難
一レ
解
」、
卽

是
體
用
論
二

權
實
一。

　

智
顗
は
、『
法
華
經
』の
經
文
を
「
理
敎
・
縛
脫
・
敎
行
・
體
用
」の

順
に
充
て
、
そ
の
權
實
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
難
レ

解
難
レ

入
」

と
い
う
經
文
が
「
理
敎
」
と
「
縛
脫
」
に
重
複
し
て
充
て
ら
れ
て
い
る

こ
と（

７
）以

外
、
そ
の
配
當
に
特
段
の
問
題
は
な
い
。
次
に
智
顗
は
、
第
二

段
階
と
し
て
「
理
敎
・
縛
脫
・
敎
行
・
體
用
」
の
權
實
に
對
し
て
、
さ

ら
に『
法
華
論
』所
引
の
經
文
と「
甚
深
」を
以
下
の
よ
う
に
配
當
す
る（

８
）。

然
法
華
論
「
諸
佛
智
慧
、甚
深
」、爲
二
證
甚
深
一。
…
…
名
二「
智
慧
門
一

」

爲
レ

說
二

阿
含
義
甚
深
一。
此
與
二

理
敎
權
實
一

意
同
。
論
解
三

「
佛
曾

二

–

近
百
千
佛
一

」、
爲
二

修
行
甚
深
一。「
勈
猛
精
進
、
名
稱
普
聞
」、

爲
二

增
長
功（

マ
マ
）德

甚
深
一。
此
與
二

敎
行
權
實
一

意
同
。
論
解
レ

「
成
二

–

就

甚
深
未
曾
有
法
一

」、
爲
二

微（
マ
 
マ
）

妙
事
甚
深
一。「
意
趣
難
レ

解
」
等
、
爲
二

無
上
甚
深
・
入
甚
深
一。
此
與
二

體
用
權
實
一

意
同
。

　

智
顗
に
よ
れ
ば
、『
法
華
論
』
の
「
諸
佛
智
慧
甚
深
」
の
經
文
は
證
甚

深
、「
智
慧
門
」
は
阿
含
甚
深
に
あ
た
り
、「
理
敎
の
權
實
」
と
同
じ
意

義
で
あ
る
。
ま
た
、『
法
華
論
』
の
「
佛
曾
二

–

近
百
千
佛
一
」（
現
行
の
經

文
は
「
如
來
應
正
遍
知
、
已
曾
二

–

近
供
三

–

養
無
量
百
千
萬
億
無
數
諸
佛
一
」）
の

經
文
は
修
行
甚
深
、「
勈
猛
精
進
、
名
稱
普
聞
」（
現
行
の
經
文
は
「
勈
猛

精
進
、
所
作
成
就
、
名
稱
普
聞
」）
は
增
長
功
德
（
心
）
甚
深
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
「
敎
行
の
權
實
」
と
同
じ
意
義
で
あ
る
。
ま
た
『
法
華
論
』
の

「
成
二

–

就
甚
深
未
曾
有
法
一
」（
現
行
の
經
文
は
「
成
二

–

就
希
有
之
法
一
」）
は
微

妙
事
甚
深
（
快
妙
事
心
甚
深
）、「
意
趣
難
レ
解
」
等
の
經
文
は
、
無
上
甚

深
・
入
甚
深
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
體
用
の
權
實
」
と
同
意
義
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
智
顗
は
、「
十
法
の
權
實
」
に
關
說
す
る
こ
と
で
、『
法
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華
經
』
と
「
甚
深
」
を
結
び
つ
け
た
。
智
顗
の
釋
義
に
は
、『
法
華
經
』

と
「
甚
深
」
の
閒
に
「
十
法
の
權
實
」
を
介
在
さ
せ
る
點
で
際
立
っ
た

獨
創
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
會
釋
に
は
不
完
全
な
箇
所
も
見
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
第
一
に
、「
十
法
の
權
實
」
の
う
ち
「
縛
脫
の
權
實
」

に
は
、『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
、乁
び
甚
深
が
配
當
さ
れ
て
い
な
い
點
、

第
二
に
、智
顗
の
釋
義
に
お
け
る
『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
と
「
甚
深
」

の
關
係
性
が
、『
法
華
論
』の
記
述
と
相
違
す
る
點
で
あ
る（

９
）。

と
り
わ
け
、

阿
含
甚
深
の
う
ち
第
一
受
持
讀
誦
甚
深
・
第
三
果
行
甚
深
・
第
八
不
共

聲
聞
辟
支
佛
所
作
住
持
甚
深
に
つ
い
て
は
、解
釋
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

智
顗
の
釋
義
に
つ
い
て
示
す
な
ら
ば
【
表
︱

Ｂ
】
の
よ
う
に
な
る
。

　
【
表
︱

Ｂ
】

『
法
華
經
』方
便
品

第
二
の
經
文

十
法
權
實
『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
『
法
華
論
』の「
甚
深
」

諸
佛
智
慧
、
甚
深

無
量
、其
智
慧
門
、

難
レ
解
難
レ
入

理
敎
權
實

諸
佛
智
慧
、
甚
深

證
甚
深

智
慧
門

阿
含
義
甚
深

難
レ

解
難
レ

入
、

一
切
聲
聞
支
佛
不

レ
能
レ
知

縛
脫
權
實

所
以
者
何
、
佛
曾

近
～
名
稱
普
聞

敎
行
權
實

佛
曾
二

–

近
百
千
佛
一

㈡
修
行
甚
深

勈
猛
精
進
、
名
稱
普
聞

㈣�

增
長
功
德
甚

深

成
二–

就
甚
深
一

～

意
趣
難
レ
解

體
用
權
實

成
二

–

就
甚
深
未
曾
有
法
一

㈤
微
妙
事
甚
深

「
意
趣
難
レ
解
」
等

㈥
無
上
甚
深
・

㈦
入
甚
深

　

次
に
、
六
祖
湛
然
は
、
智
顗
の
釋
義
に
つ
い
て
、『
法
華
文
句
記
』

卷
四
上
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
註
解
し
て
い
る（

（1
（

。

次
引
レ
論
中
、
與
レ
論
小
別
。
但
有
二
八
雙
一、
闕
二
開
合
・
縛
脫
一。

利
益
卽
是
通
別
。
開
レ
別
出
レ
通
、
爲
レ
利
レ
物
故
。
縛
脫
與
二
因
果
一

小
異
。
故
不
レ
別
レ
對
。
論
釋
二
「
諸
佛
智
慧
甚
深
一
」、
爲
二
證
甚
深
一。

…
…
向
約
二
當
品
一、
亦
以
二
上
句
一
證
レ
理
、
下
句
證
レ
敎
。
言
二
阿

含
一
者
、
此
云
二
無
比
法
一。
卽
言
敎
也
。
前
五
證
理
、
而
能
起
レ
敎
、

名
爲
二
理
敎
一。
今
理
通
レ
因
、
論
文
在
レ
果
。「
門
」、
是
敎
智
。
名
二

「
智
慧
門
一
」。
此
中
縛
脫
一
雙
、
論
文
中
無
。
今
若
立
者
、「
難

レ
解
難
レ
入
」。
仍
加
二
「
難
レ
見
難
レ
覺
難
レ
知
」
於
「
難
レ
解
」
上
一。

云
二
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
一レ
不
レ
能
レ
知
」、
此
正
是
解
脫
意
也
。

脫
須
レ
對
レ
縛
。
卽
與
二
縛
脫
一
意
同
。
論
文
合
在
二
阿
含
義
中
一。
論

阿 含 甚 深（ 甚 深 ）
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於
二
阿
含
義
一、
更
開
二
八
示
現
一。
卽
初
從
二
「
佛
曾

近
一
」
去
、

爲
二
受
持
讀
誦
甚
深
一。
二
「
百
千
萬
億
那
由
他
佛
所
、修
二
菩
提
一
」、

爲
二
修
行
甚
深
一。
三
從
二
「
勈
猛
精
進
一
」、爲
二
果
行
甚
深
一。
四
「
名

稱
普
聞
」、
爲
二
第
四
增
長
功
德
甚
深
一。
今
合
二
論
四
文
一、
以
爲
二

敎
行
權
實
一。
論
「
成
就
」
下
、爲
二
第
五
快
妙
事
心
甚
深
一。
論
「
意

趣
」
下
、
爲
二
第
六
無
上
甚
深
一。
論
以
二
「
隨
レ
宜
說
一レ
法
」、
爲
二

第
七
入
甚
深
一。
今
合
二
論
三
一、
共
爲
二
體
用
權
實
一。
論
以
二
「
二
乘

不
一レ
知
」、
爲
二
第
八
住
持
甚
深
一。
經
既
無
レ
文
、
今
無
レ
所
レ
對
。

　

湛
然
は
、
は
じ
め
に
二
つ
の
前
提
を
確
認
す
る
。
一
つ
に
は
、
智
顗

の
釋
義
で
は
、「
十
法
の
權
實
」
と
「
甚
深
」
と
の
對
應
關
係
に
お
い
て
、

「
開
合
（
の
權
實
）」
と
「
縛
脫
（
の
權
實
）」
へ
の
言
乁
が
な
い
こ
と
を

擧
げ
る
。
こ
れ
は
先
に
擧
げ
た
智
顗
の
釋
義
の
第
一
の
問
題
點
に
あ
た

る
。
そ
し
て
二
つ
目
に
は
、「
十
法
」
の
う
ち
「
利
益
（
の
權
實
）」
は
、

「
通
別
（
の
權
實
）」
と
同
意
で
あ
り
、ま
た
、「
縛
脫
（
の
權
實
）」
は
、「
因

果
（
の
權
實
）」
と
小
異
で
あ
る
た
め
、別
立
し
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。

湛
然
は
、
こ
れ
ら
の
前
提
に
立
っ
て
智
顗
の
釋
義
を
註
解
し
て
い
く
。

　

湛
然
は
ま
ず
、「
縛
脫
の
權
實
」
と
『
法
華
論
』
と
の
關
係
性
に
つ

い
て
會
釋
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
論
文
合
在
二
阿
含
義
中
一
」
と
あ
る
よ

う
に
、「
理
敎
の
權
實
」
の
「
敎
」
に
同
じ
く
、
阿
含
甚
深
の
な
か
に

「
縛
脫
の
權
實
」
を
攝
め
る
こ
と
で
、『
法
華
文
句
』
の
敎
說
に
矛
盾
す

る
こ
と
な
く
、「
縛
脫
の
權
實
」
の
再
配
置
を
し
て
い
る
。

　

次
に
湛
然
は
、
先
述
し
た
智
顗
の
釋
義
の
第
二
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、

智
顗
の
釋
義
が
『
法
華
論
』
に
示
さ
れ
る
經
文
と
「
甚
深
」
の
關
係
性

に
相
違
す
る
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
智
顗
に
よ
る
阿

含
甚
深
の
配
當
を
改
め
て
、「
佛
曾

近
」（
現
行
の
經
文
は
「
如
來
應
正

遍
知
、
已
曾
二

–

近
供
三

–

養
無
量
百
千
萬
億
無
數
諸
佛
一
」）
に
受
持
讀
誦
甚
深
、

「
百
千
萬
億
那
由
他
佛
所
、
修
二
菩
提
一
」（
現
行
の
經
文
は
「
於
二
百
千
億

那
由
他
佛
所
一、
盡
二

–

行
諸
佛
所
レ
修
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
法
一
」）
に
修
行
甚

深
、「
勈
猛
精
進
」
に
果
行
甚
深
、「
名
稱
普
聞
」
に
增
長
功
（
心
）
德

甚
深
、「
成
二

–

就
（
希
有
之
法
一
）」
に
快
妙
事
心
甚
深
、「
意
趣
（
難
レ
解
）」

に
無
上
甚
深
、「
隨
レ
宜
說
レ
法
」（
現
行
の
經
文
は
「
隨
レ
宜
所
レ
說
」）
に

入
甚
深
、「
二
乘
不
レ
知
」（
現
行
の
經
文
は
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
所
レ
不
レ

能
レ
知
」）
に
住
持
甚
深
と
い
っ
た
對
應
關
係
を
規
定
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の

配
當
は
、『
法
華
論
』
に
示
さ
れ
る
經
文
と
「
甚
深
」
の
對
應
關
係
に

ほ
と
ん
ど
沿
う
も
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
湛
然
は
、『
法
華
論
』
の
記
述
に
沿
っ
て
、『
法
華
論
』
所

引
の
經
文
と
「
甚
深
」
の
關
係
性
を
再
定
義
す
る
こ
と
で
、
智
顗
の
釋

義
の
問
題
點
の
解
消
を
試
み
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
湛
然
の
釋
義
を

圖
示
す
る
と
、【
表
︱

Ｃ
】の
よ
う
に
、智
顗
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
。
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【
表
︱

Ｃ
】

『
法
華
經
』
方
便
品

第
二
の
經
文 
十
法
權
實
『
法
華
論
』
方
便
品
所

引
の
經
文

「
甚
深
」

諸
佛
智
慧
、
甚
深

無
量
、其
智
慧
門
、

難
レ
解
難
レ
入

理（
權
實
）
諸
佛
智
慧
、
甚
深

證
甚
深
（
五
甚
深
）

敎（
權
實
）
智
慧
門

阿
含
甚
深

難
レ

解
難
レ

入
、

一
切
聲
聞
支
佛
不

レ
能
レ
知

縛
脫
權
實
難
レ
見
難
レ
覺
難
レ
知
難

レ
解
難
レ
入
。
一
切
聲
聞

辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知

所
以
者
何
、
佛
曾

近
～
名
稱
普
聞

敎
行
權
實

佛
曾

近

㈠
受
持
讀
誦
甚
深

百
千
萬
億
那
由
他
佛

所
、
修
二
菩
提
一

㈡
修
行
甚
深

勈
猛
精
進

㈢
果
行
甚
深

名
稱
普
聞

㈣
增
長
功
德
甚
深

成
二–

就
甚
深
一

～

意
趣
難
レ
解

體
用
權
實

成
就

㈤
快
妙
事
心
甚
深

意
趣 

㈥
無
上
甚
深

隨
レ
宜
說
レ
法

㈦
入
甚
深

經
既
無
レ
文
、
今
無
レ
所
レ
對

（『
法
華
文
句
記
』） 

二
乘
不
レ
知

㈧
住
持
甚
深

 	

　

如
上
、
湛
然
の
釋
義
に
よ
っ
て
、『
法
華
論
』
に
關
す
る
智
顗
の
敎

說
の
問
題
點
は
あ
ら
か
た
解
消
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の

問
題
が
決
着
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
第
八
甚
深
の
『
法
華
經
』

へ
の
配
當
に
つ
い
て
、
湛
然
は
「
經
既
無
レ
文
、
今
無
レ
所
レ
對
」
と
し
、

第
八
甚
深
に
經
文
を
立
て
な
い
た
め
に
、
未
だ
議
論
の
餘
地
が
殘
さ
れ

て
い
る
。

　

餘
談
で
は
あ
る
が
、
湛
然
の
弟
子
と
さ
れ
る
智
度
の
「
甚
深
」
釋
義

に
は
、
獨
特
の
敎
說
が
見
ら
れ
る
た
め
、
要
點
の
み
略
說
し
て
お
く（

（1
（

。

湛
然
が
斷
念
し
た
第
八
甚
深
の
『
法
華
經
』
へ
の
配
當
に
つ
い
て
、
智

度
は
「
經
無
二
此
文
一、
初
歎
德
「
一
切
聲
聞
支
佛
不
レ
能
レ
知
」、
有
二
此

句
一
也
」
と
し
て
、『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
の
初
め
の
歎
法
勝
妙
分
に

は
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知（

（1
（

」
と
い
う
文
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
ま
た
、
智
度
の
釋
義
の
特
徵
は
、
法
相
義
を
用
い
て
天
台
義

を
解
釋
す
る
點
に
あ
る
。
そ
の
顯
著
な
例
が
、
第
二
修
行
甚
深
に
つ
い

て
の
釋
義
で
あ
る
。
智
度
は
、「
今
文
合
爲
二
修
行
甚
深
者
受
持
讀
誦
一。

卽
是
福
慧
二
利
故
。
故
合
爲
レ
一
」
と
し
て
、『
法
華
文
句
』
で
は
修
行

甚
深
と
第
一
受
持
讀
誦
甚
深
が
結
合
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
、
そ
れ
を
基

撰『
法
華
玄
贊
』卷
三
本
の
修
行
甚
深
釋
で
說
か
れ
る「
福
慧
二
利
」（『
法

華
玄
贊
』
の
原
文
で
は
「
福
智
二
利
」）
に
よ
っ
て
說
明
す
る（

（1
（

。
な
お
、
同

じ
く
湛
然
の
弟
子
と
さ
れ
る
衟
暹
や
智
雲
と
い
っ
た
學
匠
の
著
述
に
も

阿 含 甚 深（ 八 甚 深 ）
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「
甚
深
」
に
つ
い
て
の
言
乁
が
あ
る
が
、特
筆
す
べ
き
敎
說
で
は
な
い（

（1
（

。

　

さ
て
、
最
澄
は
、『
法
華
論
』
の
分
科
や
大
略
を
記
し
た
著
述
で
あ

る
『
法
華
論
科
文
』
に
お
い
て
、『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
の
經
文
と
『
法

華
論
』
方
便
品
所
引
の
經
文
、
そ
し
て
「
甚
深
」
を
次
の
よ
う
に
對
置

さ
せ
る（

（1
（

。
問
。
是
八
甚
深
一
一
、
釋
二
經
文
一
何
耶
。

答
。
用
二
受
持
讀
誦
甚
深
一、
釋
三
經
「
佛
曾
二

–

近
百
千
萬
億
無
數

佛
一
」。
論
云
四
「
已
曾
二

–

近
供
三

–
養
無
量
百
千
萬
億
無
數
諸
佛
一
」

故
。
第
二
用
二
修
行
甚
深
一、
釋
レ「
盡
二

–
行
諸
佛
無
量
衟
法
一
」。
論

云
下
「
於
二
百
千
萬
億
那
由
他
佛
所
一、
盡
中

–
行
諸
佛
所
レ
修
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
法
上
」
故
。
第
三
用
二

–

要
果
行
甚
深
一、
釋
二
經
「
勈

猛
精
進
一
」。
論
云
下「
舍
利
弗
、
如
來
已
於
二
無
量
百
千
萬
億
那
由

他
劫
一
、
勈
猛
精
進
、
所
レ
作
成
就
上
」
故
。
第
四
用
二
增
長
功
德

心
甚
深
一、
釋
二
經
「
名
稱
普
聞
一
」。
論
同
二
經
文
一。
第
五
用
二

決
（
マ
マ
）

妙
事
心
甚
深
一、
釋
三
經
「
成
二

–

就
未
曾
有
法
一
」。
論
云
三
「
舍
利
弗
、

如
來
畢
竟
成
二

–

就
稀
有
之
法
一
」
故
。
第
六
用
二
無
上
甚
深
一
釋
。

論
牒
二
經
「
舍
利
弗
、
難
レ
解
之
法
、
如
來
能
知
一
」
故
。
第
七
用
二

入
甚
深
一、
釋
二
經
「
隨
レ
宜
所
レ
說
、
意
趣
難
一レ
解
」。
論
牒
レ
經
云
二

「
舍
利
弗
、
難
レ
解
法
者
、
諸
佛
如
來
、
隨
レ
宜
說
意
趣
難
一レ
解
」
故
。

第
八
用
二
不
共
聲
聞
辟
支
佛
所
作
住
持
甚
深
一
釋
。
論
牒
二
經
「
一

切
聲
聞
辟
支
佛
等
所
一レ
不
レ
能
レ
知
」
故
。

　

こ
こ
で
は
「
甚
深
」、『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
の
經
文
、『
法
華
論
』

方
便
品
所
引
の
經
文
が
順
番
に
竝
べ
ら
れ
て
配
當
さ
れ
る
が
、
第
六
無

上
甚
深
と
第
八
不
共
聲
聞
辟
支
佛
所
作
住
持
甚
深
に
は
『
法
華
經
』
が

配
當
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、『
法
華
論
科
文
』
で
は
、
智
顗
や
湛

然
が
用
い
る
「
十
法
の
權
實
」
は
言
乁
さ
れ
ず
、
第
六
・
第
八
甚
深
と

『
法
華
經
』
と
の
關
係
性
が
說
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
第
六
・
第
八

甚
深
に
關
す
る
最
澄
の
解
釋
は
、『
守
護
國
界
章
』
の
議
論
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四　
『
守
護
國
界
章
』
卷
中
に
お
け
る

　
　
　

最
澄
の
「
甚
深
」
釋
義

　

先
に
少
し
く
觸
れ
た
が
、『
守
護
國
界
章
』
卷
中
に
は
、『
法
華
經
』

と
『
法
華
論
』
を
め
ぐ
る
最
澄
と
德
一
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の

中
で
も
、『
法
華
經
』
と
「
甚
深
」
と
の
關
係
性
を
め
ぐ
る
兩
學
匠
の

釋
義
は
、
以
下
の
よ
う
に
說
示
さ
れ
る（

（1
（

。



東
洋
の
思
想
と
宗
敎　

第
三
十
七
號

（ 74 ）

　
　
　
　
　
　

德
一
の
論
說

麁
⻝
者
又
云
、
初
就
下
歎
二
所
證
所
說
法
一
之
中
上、
初
總
標
二
法
勝

妙
一。
後
「
所
以
者
何
」
下
、
釋
二
斯
勝
妙
一。
就
二
初
所
歎
之
法
一、

略
有
二
二
種
一。
一
者
智
慧
、
卽
「
諸
佛
智
慧
、
甚
深
無
量
」、
是

也
。
二
者
智
慧
門
、
卽
「
其
智
慧
門
」
下
、
是
也
。「
所
以
者
何
」

至
二
「
意
趣
難
一レ
解
」、
此
釋
二
前
智
慧
門
甚
深
一。
此
門
甚
深
、
論

牒
レ
經
中
、
有
二
八
種
甚
深
一。
羅
什
經
、
唯
有
二
六
句
一。
正
歎
二
所

證
所
說
法
勝
妙
一

已⻝
上者
麁語

。

　

ま
ず
德
一
の
論
說
で
は
、
八
つ
の
阿
含
甚
深
に
對
し
て
配
當
さ
れ
る

べ
き
『
法
華
經
』
の
經
文
が
六
句
し
か
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
第

六
・
第
八
甚
深
に
『
法
華
經
』
の
經
文
を
配
當
し
な
い
姿
勢
は
『
法
華

玄
贊
』
卷
三
本
の
所
說
を
踏
襲
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
に
對
す
る
最
澄
の
論

說
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

最
澄
の
論
說

此
科
文
、
不
二
論
義
科
一。
不
二
贊
文
科
一。
羅
什
經
有
レ
義
無
レ
文
。

其
第
八
甚
深
義
、
有
二
標
名
中
一
故
。
經
不
三
別
開
二
第
六
句
義
一、

第
七
句
攝
。「
難
レ
解
」
之
義
、
同
二
第
六
句
一。
三
甚
深
、
卽
體
用

權
實
。
故
「
羅
什
經
唯
有
二
六
句
一
」、
麁
⻝
者
臆
說
。
贊
云
、「
今

此
文
唯
六
句
」

已贊
上文

。
贊
主
不
レ
指
二
三
藏
名
一。
不
レ
開
二
「
難
レ
解
」

句
一、
但
爲
二
「
六
句
一
」。
朝
談
之
意
、
此
之
謂
也
。
麁
⻝
者
、
一

向
指
二
三
藏
名
一、「
唯
有
二
六
句
一
」、
深
背
二
開
合
意
一
耳
。

　

德
一
に
對
し
て
最
澄
は
、
第
六
甚
深
は
、
第
七
甚
深
の
經
文
「
隨
レ
宜

所
レ
說
、
意
趣
難
レ
解
」
に
攝
め
ら
れ
る
と
主
張
し
、
そ
の
根
據
を
第
五
・

第
六
・
第
七
甚
深
の
三
甚
深
が
、
い
ず
れ
も
「
體
用
の
權
實
」
で
あ
る

と
い
う
先
の
『
法
華
文
句
』
の
敎
說
に
求
め
て
い
る
。
次
に
最
澄
は
、

第
八
甚
深
の『
法
華
經
』へ
の
配
當
に
つ
い
て
、第
八
甚
深
は
、『
法
華
經
』

方
便
品
第
二
の
「
標
名（

（1
（

」
に
あ
た
る
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ

知
」
の
經
文
に
配
當
さ
れ
る
と
論
じ
る
。
こ
の
解
釋
は
奇
し
く
も
、
先

の
智
度
の
釋
義
と
同
じ
で
あ
る
。こ
の
一
致
は
お
そ
ら
く
偶
然
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
最
澄
の
『
守
護
國
界
章
』
で
の
釋
義
は
、「
十
法
の
權
實
」

と
い
う
天
台
義
を
繼
承
し
て
解
釋
を
行
い
な
が
ら
、
第
八
甚
深
を
『
法

華
經
』
の
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
に
配
置
す
る
點
に
お

い
て
、
智
顗
と
湛
然
の
釋
義
に
對
す
る
變
更
が
あ
る
。
こ
こ
に
最
澄
の

釋
義
の
特
質
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
第
八
甚
深
に
關
す
る
最

澄
や
智
度
の
配
當
に
は
、
後
に
證
眞
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
切

聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
は
本
來
、
證
甚
深
に
配
當
さ
れ
る
べ
き

經
文
で
あ
る
と
い
う
不
整
合
が
存
す
る
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
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ま
た
、
こ
の
『
守
護
國
界
章
』
に
お
け
る
最
澄
の
甚
深
に
關
す
る
論

說
は
、
最
澄
と
『
法
華
論
』
の
關
係
を
俯
瞰
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を

持
つ
。
と
い
う
の
も
、『
守
護
國
界
章
』
の
第
六
・
第
八
甚
深
に
關
す

る
最
澄
の
記
述
は
、『
法
華
論
科
文
』
に
お
け
る
第
六
・
第
八
甚
深
と

『
法
華
經
』
と
の
關
係
に
つ
い
て
の
記
述
の
空
白
を
補
完
す
る
。
つ
ま

り
、『
守
護
國
界
章
』
の
論
說
と
『
法
華
論
科
文
』
の
甚
深
に
關
す
る

記
述
と
を
對
照
す
る
こ
と
で
、
最
澄
の
甚
深
釋
義
の
全
體
像
が
明
ら
か

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
法
華
論
科
文
』
と
『
守
護
國
界
章
』

の
論
說
を
總
合
し
て
示
し
た
も
の
が
、【
表
︱

Ｄ
】
に
な
る
。

　
【
表
︱

Ｄ
】

『
法
華
經
』
方
便
品
第
二

の
經
文

『
法
華
論
』
方
便
品
所
引

の
經
文

『
法
華
論
』の「
甚
深
」

諸
佛
智
慧
、
甚
深
無
量

證
甚
深
（
五
甚
深
）

佛
曾
二–

近
百
千
萬
億
無

數
諸
佛
一

已
曾
二

–

近
供
三

–

養
無
量
百

千
萬
億
無
數
諸
佛
一

㈠
受
持
讀
誦
甚
深

盡
二

–

行
諸
佛
無
量
衟
法
一

於
二
百
千
億
那
由
他
佛
所
一、

盡
二

–

行
諸
佛
所
レ
修
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
法
一

㈡
修
行
甚
深

勈
猛
精
進

舍
利
弗
、
如
來
已
於
二
無

量
百
千
億
那
由
他
劫
一、
勈

猛
精
進
、
所
レ
作
成
就

㈢
果
行
甚
深

名
稱
普
聞

名
稱
普
聞

㈣�

增
長
功
德
心
甚

深

成
二

–

就
未
曾
有
法
一

舍
利
弗
、
如
來
畢
竟
成
二

–

就

希
有
之
法
一 

㈤
快
妙
事
心
甚
深

經
不
三
別
開
二
第
六
句
義
一、

第
七
句
攝
（『
守
護
國
界

章
』）

舍
利
弗
、
難
レ

解
之
法
、

如
來
能
知

㈥
無
上
甚
深

隨
レ
宜
所
レ
說
、
意
趣
難
レ
解

舍
利
弗
、
難
レ

解
法
者
、

諸
佛
如
來
、隨
レ
宜
所
レ
說
、

意
趣
難
レ
解

㈦
入
甚
深

其
第
八
甚
深
義
、
有
二
標

名
中
一
故（『
守
護
國
界
章
』）

一
切
聲
聞
辟
支
佛
等
所
レ
不

レ
能
レ
知

㈧�

不
共
聲
聞
辟
支

佛
所
作
住
持
甚

深

　

で
は
、
ど
う
し
て
最
澄
は
、
些
末
と
も
思
え
る
第
八
甚
深
の
『
法
華

經
』
へ
の
配
當
に
つ
い
て
、
湛
然
の
釋
義
を
變
更
し
て
ま
で
會
釋
し
よ

う
と
試
み
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
し
て
、

『
守
護
國
界
章
』
卷
中
之
上
の
、
第
八
甚
深
に
關
す
る
解
釋
を
以
下
に

阿 含 甚 深（ 八 甚 深 ）
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引
用
す
る（

（2
（

。

　
　
　
　
　
　

德
一
の
論
說

麁
⻝
者
又
云
、
如
二

經
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
一レ
不
レ
能
レ
知
」、
論

釋
云
三
「
是
名
二
第
八
不
共
聲
聞
辟
支
佛
所
作
住
持
甚
深
一
」。
此

顯
下
不
レ
同
二
二
乘
所
作
、
外
利
所
作
・
內
利
住
持
一
故
成
中
甚
深
上。

由
二
此
甚
深
一
故
、
名
爲
レ
妙
。

　
　
　
　
　
　

最
澄
の
論
說

此
亦
不
レ
爾
。論
不
レ
解
二

–

釋
本
經
頌
一。但
擧
二
執
重
二
乘
一
故
。新
發
・

不
退
、
執
輕
故
不
レ
擧
耳
。
若
不
レ
爾
、
經
論
相
傾
故
。
若
一
向
依
二

二
乘
不
一レ
知
、
經
偈
所
レ
說
新
發
・
不
退
、
皆
應
レ
無
レ
用
。
若
許
二

新
發
・
不
退
倶
不
一レ
能
レ
知
、
論
豈
背
レ
經
哉
。

　

德
一
は
、
第
八
甚
深
に
つ
い
て
、『
法
華
玄
贊
』
卷
三
本
に
基
づ
き
、

佛
の
所
作
が
二
乘
の
所
作
と
異
な
る
ゆ
え
に
甚
深
で
あ
る
と
說
明
す

る（
（2
（

。
そ
れ
に
對
し
て
最
澄
は
、『
法
華
經
』
の
所
說
を
念
頭
に
置
い
て
、

佛
の
所
作
は
二
乘
の
み
な
ら
ず
菩
薩
と
も
異
な
る
こ
と
を
述
べ
る（

（2
（

。
つ

ま
り
、『
法
華
論
』
に
は
、
執
の
重
い
二
乘
が
例
に
擧
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
執
の
輕
い
新
發
の
菩
薩
や
不
退
の
菩
薩
も
含
ま
れ
て
い

る
と
言
う（

（2
（

。
德
一
の
釋
義
は
、
二
乘
を
破
し
て
大
乘
（
一
乘
）
を
顯
揚

す
る
破
二
歸
一
に
、
最
澄
の
釋
義
は
、
三
乘
を
破
し
て
一
佛
乘
を
顯
揚

す
る
破
三
歸
一
に
立
脚
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、德
一
は
、三
車
家
の
〈
聲

聞
・
辟
支
佛
︱
菩
薩
（
佛
）〉
と
い
う
構
圖
か
ら
、
最
澄
は
、
四
車
家

の
〈
聲
聞
・
辟
支
佛
・
菩
薩
︱
佛
〉
と
い
う
構
圖
か
ら
『
法
華
論
』
を

解
釋
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
最
澄
は
、『
法
華
論
』
の
第
八
甚
深
が
、『
法

華
經
』
と
同
樣
、
二
乘
の
み
な
ら
ず
菩
薩
に
も
不
共
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
論
證
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
、
最
澄
が
第
八

甚
深
を
『
法
華
經
』
へ
の
配
當
を
試
み
た
理
由
で
あ
る
。
最
澄
は
、
德

一
と
の
論
爭
に
際
し
て
、『
法
華
經
』
の
一
佛
乘
の
構
圖
〈
聲
聞
・
辟

支
佛
・
菩
薩
︱
佛
〉
と
、『
法
華
論
』
の
第
八
甚
深
に
關
す
る
記
述
が

矛
盾
し
な
い
こ
と
を
强
調
す
る
た
め
に
、
本
來
、
證
甚
深
に
配
當
さ
れ

る
べ
き
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
に
第
八
甚
深
を
充
て
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
構
圖
は
、
以
下
に
引
用
す
る
阿
含
甚

深
自
體
の
定
義
に
關
す
る
議
論
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。

　
　
　
　
　
　

德
一
の
論
說

…
…
又
阿
含
甚
深
、
通
二
前
三
乘
敎
一。
既
稱
二
甚
深
一、
何
不
二
妙
法
一。

…
…

　
　
　
　
　
　

最
澄
の
論
說

愍
喩
曰
、
此
說
非
レ
理
。
…
…
又
阿
含
甚
深
者
、
非
二
是
體
外
前
三
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乘
敎
一。
若
指
二
法
華
前
所
レ
說
三
乘
敎
一、
卽
違
二
三
乘
人
不
一レ
能
レ
知
二

佛
智
一
也
。
彼
前
三
乘
者
、
皆
悉
得
レ
知
故
。

　

德
一
は
『
法
華
玄
贊
』
卷
三
本
の
「
以
二
阿
含
甚
深
卽
昔
三
敎
一
故
」

と
い
う
記
述
に
立
脚
し
て
、
阿
含
甚
深
は
三
乘
敎
に
通
じ
る
と
主
張
す

る（
（2
（

。
そ
れ
に
對
し
て
最
澄
は
、阿
含
甚
深
は
體
外
の
三
乘
敎
で
は
な
く
、

『
法
華
經
』
の
敎
說
で
あ
る
と
主
張
す
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
も
し
阿
含
甚
深

が
法
華
以
前
の
三
乘
敎
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
乘
の
人
々
が
佛
智
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
『
法
華
經
』
の
所
說
に
相
違
す
る
と
批
議
す

る
。
こ
こ
で
も
最
澄
は
、
四
車
家
の
構
圖
に
立
脚
し
て
、
三
乘
と
佛
を

對
置
し
て
み
せ
て
い
る
。

　

と
も
か
く
、
最
澄
と
智
度
は
、
第
八
甚
深
を
『
法
華
經
』
の
「
一
切

聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
の
經
文
に
配
當
し
、
湛
然
と
は
異
な
る

敎
說
を
立
て
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
以
後
の
日
本
天
台
の
學
匠
は
、
最

澄
・
智
度
說
と
湛
然
說
、
ど
ち
ら
か
に
立
脚
す
る
こ
と
に
な
る
。
圓
珍

は
『
法
華
論
記
』
卷
四
に
お
い
て
、「
或
云
、「
今
經
有
レ
六
闕
レ
二
」。

此
不
レ
可
二
偏
爾
一。」
と
『
玄
贊
』
卷
一
本
の
所
說
に
目
配
り
し
た
上

で（
（2
（

、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る（

（2
（

。

「
經
既
無
レ
文
、
今
無
レ
所
レ
對
」、
且
許
二
他
人
一、
非
二
今
正
意
一。
復

准
二
東
春
一、
以
二
縛
脫
一
句
一、
冠
二

–

通
第
八
甚
深
一。
上
下
互
顯
二
意

義
一
思
レ
之
。

　

圓
珍
は
、
東
春
（
智
度
）
の
說
に
よ
っ
て
、「
縛
脫
一
句
」、
す
な
わ

ち
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
に
第
八
甚
深
を
配
當
す
る
。

一
方
で
證
眞
は
、「
甚
深
」
解
釋
に
お
い
て
、し
ば
し
ば
『
守
護
國
界
章
』

の
釋
義
を
援
用
す
る
が（

（2
（

、
第
八
甚
深
に
關
し
て
は
湛
然
說
を
寀
用
し
て

解
釋
す
る
。『
法
華
疏
私
記
』
卷
三
末
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見

出
さ
れ
る（

（3
（

。

「
經
既
無
レ
文
、
今
無
レ
所
レ
對
」
者
、
論
牒
二
經
文
一、
兩
處
有
二「
二

乘
不
レ
知
」文
一。
上
爲
二

惣
（
マ
マ
）甚

深
一。
妙
經
有
レ
之
。
下
爲
二
住
持
甚
深
一。

妙
經
無
レ
之
。
今
對
二
妙
經
一、以
釋
二
八
甚
深
一
故
、今
無
レ
所
レ
對
也
。

　

こ
こ
で
證
眞
は
、『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
に
は
「
二
乘
不
レ
知
」
が

二
箇
所
に
亙
っ
て
說
か
れ
、
第
一
の
經
文
は
證
甚
深
に
あ
た
り
、『
法

華
經
』
に
も
該
當
す
る
經
文
が
あ
る
が
、
第
二
の
經
文
は
第
八
甚
深
に

あ
た
り
、『
法
華
經
』
に
該
當
の
經
文
は
な
い
と
論
じ
、
よ
っ
て
第
八

甚
深
に
配
當
さ
れ
る
『
法
華
經
』
の
經
文
は
な
い
と
結
論
付
け
る
。
こ

の
よ
う
な
、第
八
甚
深
に
『
法
華
經
』
の
經
文
を
立
て
な
い
湛
然
說
は
、
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ほ
か
に
播
磨
衟
邃
や
靈
空
光
謙
に
よ
っ
て
も
用
い
ら
れ
る（

（3
（

。

五　

結
び

　

こ
こ
ま
で
、「
甚
深
」
に
關
す
る
智
顗
や
湛
然
、
智
度
、
最
澄
の
釋

義
を
檢
討
し
て
き
た
。
智
顗
は
、『
法
華
經
』
と
『
法
華
論
』
の
閒
に
「
十

法
の
權
實
」
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
法
華
經
』
に
よ
る
「
甚

深
」
の
解
釋
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
不
十
分
な
部
分
が

多
々
あ
り
、
解
釋
の
餘
地
を
殘
す
こ
と
に
な
る
。
湛
然
は
、
智
顗
の
釋

義
の
問
題
點
を
あ
ら
か
た
解
消
す
る
が
、
第
八
甚
深
に
『
法
華
經
』
を

配
當
し
な
い
湛
然
の
釋
義
に
は
、
の
ち
に
最
澄
や
智
度
に
よ
っ
て
異
義

が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
澄
は
、『
法
華
論
科
文
』
に
お
い
て
、『
法

華
經
』
と
『
法
華
論
』
所
引
の
經
文
、
そ
し
て
「
甚
深
」
の
關
係
性
を

整
理
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
「
十
法
の
權
實
」
に
つ
い
て
の
言
乁

は
な
く
、
第
六
・
第
八
甚
深
と
『
法
華
經
』
の
關
係
に
つ
い
て
の
言
乁

も
同
樣
に
な
か
っ
た
。
最
澄
の
第
六
・
第
八
甚
深
と
『
法
華
經
』
と
の

會
通
は
、『
守
護
國
界
章
』
の
議
論
に
見
ら
れ
る
。『
守
護
國
界
章
』
卷

中
之
下
に
お
い
て
最
澄
は
、第
六
甚
深
に
つ
い
て
『
法
華
文
句
』
の
「
體

用
の
權
實
」
に
よ
っ
て
、『
法
華
經
』
の
「
隨
レ
宜
所
レ
說
、
意
趣
難
レ
解
」

に
配
當
し
、
第
八
甚
深
を
『
法
華
經
』
の
經
文
の
「
標
名
」
に
あ
た
る

部
分
の
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
の
經
文
に
配
當
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
第
八
甚
深
の
配
當
は
奇
し
く
も
智
度
の
敎
說
と
同
じ
內

容
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
最
澄
の
釋
義
は
、『
法
華
經
』
の
一
佛
乘

の
構
圖
〈
聲
聞
・
辟
支
佛
・
菩
薩
︱
佛
〉
が
『
法
華
論
』
と
矛
盾
し
な

い
こ
と
を
論
證
す
る
必
要
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
の
日
本
天

台
の
學
匠
は
、
湛
然
か
、
最
澄
（
智
度
）
か
の
ど
ち
ら
か
の
敎
說
に
依

據
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
二
つ
の
釋
義
は
、そ
れ
ぞ
れ
天
台
の
「
甚

深
」
釋
義
の
到
逹
點
で
あ
っ
た
と
規
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、今
囘
の
學
究
に
よ
っ
て
、「
甚
深
」
に
關
す
る
『
守
護
國
界
章
』

の
論
說
と
『
法
華
論
科
文
』
の
記
述
は
、
相
補
的
な
關
係
に
あ
り
、
そ

れ
ら
を
對
照
す
る
こ
と
で
最
澄
の
「
甚
深
」
釋
義
の
全
體
像
が
把
握
で

き
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
從
來
の
最
澄
硏
究
に

お
い
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
『
法
華
論
科
文
』
の
最
澄
敎
學
全
體
へ
の

關
わ
り
を
再
檢
證
す
る
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。

註（
１
）　

本
稿
で
は
、『
法
華
論
』
を
引
用
す
る
際
、
便
宜
上
、
菩
提
留
支
譯

を
用
い
る
。

（
２
）　
『
法
華
經
』
卷
一
（
大
正
九
・
五
頁
中
下
）、『
法
華
論
』
卷
上
（
大

正
二
六
・
四
頁
下
）。

（
３
）　
『
法
華
論
』
卷
上
（
大
正
二
六
・
五
頁
上
中
）。
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（
４
）　
『
法
華
論
』
で
「
甚
深
」
に
經
文
が
配
當
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

大
竹
晉
氏
は
、『
法
華
論
』
が
譯
出
さ
れ
る
際
、『
法
華
經
』
の
經
文
を

も
と
に
し
て
加
筆
さ
れ
た
可
能
性
︱
も
と
の

本
『
法
華
論
』
中
に
は
、

「
如
經
「
…
…
」」
の
記
述
は
な
か
っ
た
可
能
性
︱
を
指
摘
し
て
い
る
。

大
竹
晉
校
註
『
新
國
譯
大
藏
經 

釋
經
論
部

（18）
法
華
經
論
・
無
量
壽
經
論 

他
』、
一
一
五
頁
～
一
一
七
頁
參
照
。

（
５
）　
「
十
法
」
の
名
稱
は
、『
法
華
文
句
』
卷
三
下
（
大
正
三
四
・
三
七
頁
下
）

の
「
列
名
」
に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
ま
た
、「
十
法
」
の
う
ち
、
本
稿

で
扱
わ
な
い
「
因
果
・
漸
頓
・
開
合
・
通
別
・
悉
檀
・
事
理
」
に
つ
い

て
は
、『
法
華
論
』
方
便
品
の
「
四
成
就
」・「
七
成
就
」
の
敎
說
に
配

當
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）　

大
正
三
四
・
三
八
頁
中
。

（
７
）　

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
湛
然
は
、『
法
華
文
句
記
』
卷
四
上
（
大

正
三
四
・
二
一
六
頁
上
中
）
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
消
釋
す
る
。

初
引
二
「
諸
佛
」
等
二
句
一
者
、
上
句
明
二
佛
智
所
知
一。
故
云
二
「
甚

深
一
」、
卽
是
理
也
。
下
句
引
レ
「
門
」。「
門
」
卽
敎
也
。
所
詮
既
妙

故
、
云
レ
「
難
レ
解
」。
所
知
・
所
詮
其
理
無
レ
別
。「
一
切
」
等
者
、

「
事
理
」
倶
境
。
境
卽
理
也
。
智
卽
能
知
。
望
二
於
能
詮
一、
悉
名
爲
レ
理
。

同
是
所
詮
故
也
。
此
正
用
二
「
門
」
字
一
故
。「
難
レ
解
」
字
、
更
分
屬
二

下
「
聲
聞
不
一レ
知
」。
於
レ
大
名
レ
「
縛
」。
此
擧
レ
「
不
レ
知
」
正
顯
二

能
知
一
故
、
能
知
名
レ
「
脫
」。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
湛
然
は
、『
法
華
經
』
の
「
諸
佛
智
慧
、
甚
深
無
量
」

と
「
其
智
慧
門
、難
レ
解
難
レ
入
」
の
二
句
の
う
ち
、
下
の
句
の
「
難
レ
解
」

と
い
う
字
は
、
更
に
下
の
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
の
句

に
も
屬
し
、「
縛
脫
」
を
示
し
て
い
る
と
解
釋
す
る
。

（
８
）　

大
正
三
四
・
三
八
頁
中
。

（
９
）　

本
來
『
法
華
論
』
で
は
、「
已
曾
二

–

近
供
三

–

養
無
量
百
千
萬
億
無
數

諸
佛
一
」（
智
顗
の
表
記
で
は「
佛
曾
二

–

近
百
千
佛
一
」）と
い
う
經
文
は
、

第
一
受
持
讀
誦
甚
深
に
配
當
さ
れ
る
が
、
智
顗
の
釋
義
で
は
、
第
二
修

行
甚
深
に
配
當
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
來
、
第
三
果
行
甚
深
に
配
當

さ
れ
る
「
勈
猛
精
進
」
と
い
う
經
文
が
、
第
四
增
長
功
德
心
甚
深
に
配

當
さ
れ
る
等
、
智
顗
の
釋
義
に
は
『
法
華
論
』
の
記
述
と
矛
盾
す
る
點

が
あ
る
。【
表
︱

Ａ
】
參
照
。

（
10
）　

大
正
三
四
・
二
一
六
頁
中
。

（
11
）　
「
體
用
の
權
實
」
に
關
し
て
、湛
然
は
『
法
華
文
句
記
』
卷
四
上
（
大

正
三
四
・
二
一
六
頁
下
）
に
お
い
て
「
事
卽
是
用
。
無
上
乁
入
卽
得

レ
體
也
。」
と
も
述
べ
、
第
五
快
妙
事
心
甚
深
に
は
「
用
（
の
權
實
）」、

第
六
無
上
甚
深
と
第
七
入
甚
深
に
は
「
體
（
の
權
實
）」
を
充
て
る
。

ま
た
、
智
雲
撰
『
妙
經
文
句
私
志
記
』
卷
一
〇
（
續
藏
一
︱
四
六
・
九

五
丁
右
上
）
に
は
、「
有
云
、
快
妙
事
心
乁
無
上
證
レ
體
、
入
深
證
レ
用
。」

と
い
う
異
說
が
紹
介
さ
れ
る
。

（
12
）　
『
法
華
經
疏
義
纉
』
卷
三
（
續
藏
一
︱
四
五
・
二
三
〇
丁
右
下
～
二

三
一
丁
左
下
）。
智
度
に
つ
い
て
は
、
松
森
秀
幸
「
智
度
と
そ
の
著
作

『
天
台
法
華
疏
義
纘
』
に
つ
い
て
」（『
印
佛
硏
』
第
五
八
卷
第
二
號
、
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二
〇
一
〇
年
）
參
照
。

（
13
）　
『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
（
大
正
九
・
五
頁
中
）。

（
14
）　

大
正
三
四
・
六
九
八
頁
上
。

（
15
）　

衟
暹
述
『
法
華
經
文
句
輔
正
記
』
卷
三
（
續
藏
一
︱
四
五
・
五
七
丁

左
下
～
五
八
丁
右
上
）、
智
雲
撰
『
妙
經
文
句
私
志
記
』
卷
一
〇
（
續

藏
一
︱
四
六
・
九
五
丁
右
上
～
九
六
丁
右
上
）
參
照
。

（
16
）　

傳
全
三
・
七
五
二
頁
～
七
五
三
頁
。

（
17
）　

傳
全
二
・
四
七
〇
頁
。

（
18
）　

大
正
三
四
・
六
九
六
頁
中
～
六
九
八
頁
中
。『
法
華
經
』
と
「
甚
深
」

を
說
明
す
る
箇
所
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

論
牒
レ
經
有
二
八
句
一。
今
此
文
唯
六
句
。
准
レ
論
應
レ
言
。「
佛
曾

二

–

近
百
千
萬
億
無
數
諸
佛
一
」、「
盡
二

–

行
諸
佛
無
量
衟
法
一
」、「
勈
猛

精
進
」、「
名
稱
普
聞
」、「
成
二

–

就
甚
深
未
曾
有
法
一
」、「
難
レ
解
法
者
、

如
來
能
知
」、「
隨
レ
宜
所
レ
說
、
意
趣
難
レ
解
」、「
一
切
聲
聞
辟
支
佛

所
レ
不
レ
能
レ
知
」。
加
二
今
經
中
、
第
六
句
「
難
レ
解
法
者
、
如
來
能

知
一
」、
加
二
第
八
句
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
一レ
不
レ
能
レ
知
」。
故
成
二

八
深
一。

　
　
　

基
は
、『
法
華
經
』
に
は
な
い
第
六
句
と
第
八
句
を
『
法
華
論
』
か

ら
補
う
こ
と
で
、『
法
華
經
』
と
「
甚
深
」
の
關
係
を
說
明
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
基
の
門
弟
で
法
相
宗
第
二
祖
に
數
え
ら
れ
る
慧
沼
は
、
師
說

と
異
な
る
解
釋
を
行
う
。
慧
沼
撰
『
法
華
玄
贊
義
決
』
は
現
在
、
一
部

分
を
殘
し
て
逸
本
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
下
に
引
用
す
る
栖
復
撰
『
法

華
玄
贊
要
集
』
卷
二
（
續
藏
一
︱
五
三
・
二
〇
二
丁
左
下
）
の
な
か
に
、

そ
の
敎
說
の
一
端
を
垣
閒
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

言
「
經
唯
有
レ
六
」
者
、唐
・

對
明
也
。
正
法
華
乁
論
、卽
八
句
足
。

沼
云
、「
長
行
雖
レ
無
、
頌
中
卽
有
。
頌
云
四
「
如
レ
是
大
果
報
種
種
性

相
義
」
至
三
「
乃
能
知
二
是
事
一
」。
既
言
二
「
我
乁
十
方
佛
能
知
一
」、

卽
表
二
二
乘
不
測
一。
唯
佛
能
知
、
卽
是
無
上
甚
深
也
」。

　
　
　

す
な
わ
ち
慧
沼
は
、
基
の
論
述
に
對
し
て
、
第
六
句
・
第
八
句
は

『
法
華
經
』
の
長
行
の
部
分
に
は
な
い
が
、
偈
頌
の
部
分
（
大
正
九
・

五
頁
下
）
に
は
存
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
19
）　

こ
こ
で
最
澄
が
指
示
す
る
「
標
名
」
と
は
、
德
一
の
「
初
總
標
二
法

勝
妙
一
」
と
い
う
記
述
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。「
法
勝
妙
」
と
は
「
歎

法
勝
妙
分
」
と
い
う
『
法
華
論
』
方
便
品
の
分
科
の
一
つ
で
あ
り
、「
爾

時
世
尊
」
か
ら
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
ま
で
の
經
文
に

あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
澄
の
「
有
二
標
名
中
一
」
と
い
う
記
述
は
、

『
法
華
經
』
の
「
歎
法
勝
妙
分
」
內
の
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能

レ
知
」
を
指
す
。

（
20
）　

傳
全
二
・
三
九
一
頁
。

（
21
）　

大
正
三
四
・
六
九
八
頁
中
。

（
22
）　
『
法
華
經
』
方
便
品
第
二
（
大
正
九
・
六
頁
上
）
の
重
頌
に
は
、「
新

發
意
菩
薩
」
と
「
不
退
諸
菩
薩
」
が
佛
智
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
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と
が
說
か
れ
る
。

（
23
）　

こ
の
箇
所
の
最
澄
の
主
張
は
、『
法
華
經
』
に
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛

所
レ
不
レ
能
レ
知
」（
大
正
九
・
五
頁
下
）
を
釋
し
た
、『
法
華
文
句
』
卷

三
下
（
大
正
三
四
・
四
〇
頁
下
）
の
「
而
別
擧
二
聲
聞
緣
覺
所
一レ
不
レ
能

レ
知
者
、
執
重
故
別
破
レ
之
耳
。」
と
い
う
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ

こ
に
も
第
八
甚
深
に
「
一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
レ
不
レ
能
レ
知
」
の
經
文
を

配
當
す
る
最
澄
の
姿
勢
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

（
24
）　

傳
全
二
・
三
七
六
～
三
七
七
頁
。

（
25
）　

大
正
三
四
・
六
九
七
頁
上
。

（
26
）　
「
體
外
（
の
方
便
）」
に
つ
い
て
は
、『
法
華
文
句
』
卷
三
上
（
大
正

三
四
・
三
六
頁
中
）
參
照
。

（
27
）　

大
正
三
四
・
六
五
一
頁
中
。

（
28
）　

佛
全
二
五
・
一
三
〇
頁
上
。

（
29
）　
『
法
華
疏
私
記
』
卷
三
末
（
佛
全
二
一
・
四
八
五
頁
下
）
で
は
、『
守

護
國
界
章
』
卷
中
之
上
（
傳
全
二
・
三
八
八
頁
～
三
八
九
頁
）
に
お
け

る
最
澄
の
第
二
・
第
三
甚
深
解
釋
を
援
用
す
る
。

（
30
）　

佛
全
二
一
・
四
八
六
頁
上
。

（
31
）　
『
天
台
法
華
疏
記
義
決
』
卷
二
（
佛
全
一
四
・
一
一
四
頁
上
下
）、『
法

華
文
句
記
講
錄
』（
天
台
大
師
全
集
『
法
華
文
句
』
二
・
六
四
二
頁
下
）。

な
お
、
三
大
部
要
決
乁
び
播
磨
衟
邃
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

大
久
保
良
峻
「
三
大
部
要
決
を
め
ぐ
る
一
、
二
の
問
題
」（『
天
台
敎
學

と
本
覺
思
想
』
法
藏
館
、
一
九
九
八
年
）
を
參
照
。

　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
最
澄
、『
守
護
國
界
章
』、『
法
華
論
科
文
』、
甚
深
、
天
台




